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本
史
料
は
、
安
政
六

（
一
八
五
九
）
年

の
蝦
夷
地
分
領
化
に
関
わ
る
文
書
群
の
綴

り
で
あ
る
。
全
体
で

一
〇
四
丁
の
簿
冊
で

あ
る
が
、
本
来
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
て
い
た

史
料
を
、
後
世
に
な

っ
て

一
冊
に
纏
め
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
同
史
料
は
、
県
庁
の

文
書
広
報
課
の
地
下
書
庫
か
ら
公
文
書
館

に
引
き
継
が
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ

以
前
は
、
藩
庁
の
公
的
文
書
と
し
て
保
管

さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

安
政
六
年
九
月
、
幕
府
は
、
会
津

・
仙

台

・
秋
田

。
庄
内

・
盛
岡

・
弘
前
の
六
藩

に
蝦
夷
地
を
分
与
し
、
警
備

。
開
拓
に
あ

た
ら
せ
る
こ
と
を
決
定
し
た

（幕
末
外
交

文
書

二
十
七
―

一
三
八
）
。
各
藩

の
分
領

区
域
は
、
同
年
十

一
月
に
通
達
が
あ
り
、

秋
田
藩
は
、

マ
シ
ケ
、
リ
イ
シ
リ

・
レ
ブ

ン
シ
リ
島
、
ソ
ウ
ヤ
の
各
地
域
を
領
有
す

る
こ
と
が
決
定
し
た

（同
前
三
十
１

一
一

九
）
。
分
領
地

の
引
渡
し
は
、
翌
万
延
元

年
に
行
わ
れ
た
が
、
本
史
料
は
、
そ
の
際

に
幕
府
か
ら
秋
田
藩
に
渡
さ
れ
た
書
類
群

で
あ
る
。

全
体
の
内
容
を
、
現
状
に
即
し
て
表
に

整
理
し
て
お
く
。
ま
ず

こ
の
内
、
①
①
⑭

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
に
つ
い
て
幕
府
か

ら
藩
側
に
渡
さ
れ
た
書
類
の
総
目
録
で
あ

る
。
た
だ
し
、

「追
而

日∫
引
渡
候
」
と
い

う
付
札
が
つ
け
ら
れ
た
も
の
が
半
数
以
上

あ

っ
て
、
こ
れ
ら
は
本
史
料
に
は
含
ま
れ

て
い
な
い
。
後
に
あ
ら
た
め
て
幕
府
か
ら

藩
に
下
達
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ

の
な
か
に
は
、

「出
稼
之
者
家
数
人
別
名

前
書
」
や

「去
末
年
荷
物
積
出
員
数
書
」

な
ど
、
表
題
か
ら
み
て
興
味
深
い
も
の
が

少
な
く
な
い
が
、
残
念
な
が
ら
、
本
館
の

い
ず
れ
の
史
料
群
に
も
含
ま
れ
て
い
な
い
。

③
⑥
⑮
は
、
年
中
行
事
な
ど
に
際
し
て
、

和
人
か
ら
ア
イ
ヌ
ヘ
の
下
賜
品
を
書
き
上

げ
た
も
の
で
あ
る
。
役
人
回
浦
、
オ
ム
シ

ヤ
、
年
始
、
船
祝
、
初
午
、
中
元
祝
、
煤

払
、
松
迎
、
年
越
祝
、
春
鮒
漁
網
卸
、
秋

味
鮭
網
卸
、
熊
取
獲
候
節
祝
な
ど
の

「行

事
」
の
他
、
ア
イ
ヌ
の

出
産
や
死
去
に
際
し
て

の

「下
さ
れ
物
」
が
記

さ
れ
て
い
る
。
下
賜
品

と
し
て
は
、
清
酒

。
濁

酒

・
煙
草

・
白
米
飯

・

古

手

な
ど

が
見

ら

れ

る
。④

⑦
⑩
は
、
ア
イ
ヌ

か
ら
購
入
す
る
海
産
物

と
そ
の
代
物
を
、
⑤
⑮

は
、
同
じ
く
狩
猟
品
と

そ
の
代
物
を
書
き
上
げ

た
も
の
で
あ
る
。
海
産

物
と
し
て
は
、
鰈

。
鮭

の
他

、
煎

海

鼠

・
干

飽

。
白
子

・
数
の
子
な
ど
が
見
え
る
。
ま

た
、
狩
猟
品
の
な
か
で
も

っ
と
も
高
価
な

物
は
熊
肝
で
、
代
物
は
米
十
俵
で
あ
る
。

た
だ
し
、　
一
俵
が
八
升
入
り
で
あ
り
、
正

当
な
交
易
が
行
わ
れ
て
い
た
と
は
言
い
が

た
い
。

こ
の
他
、
テ
ン
や
狐

の
皮
が
あ
げ

ら
れ
て
い
る
。

③
⑨
⑩
は
、
各
場
所

の

「引
渡
目
録
」

に
は
見
え
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
分
領
に

あ
た

っ
て
の
幕
府
か
ら
の
申
し
送
り
で
あ

る
。
③
は
、
大
名

へ
の
下
達
で
あ
り
、
三

十
五
カ
条
か
ら
な
る
。
主
に
、
場
所
請
負

商
人

（蝦
夷
地
で
独
占
的
に
魚
場
経
営
を

行

っ
て
い
る
内
地
商
人
）
と
の
関
係
、
ア

イ
ヌ
支
配
の
あ
り
方
、
蝦
夷
地
産
物
の
取

扱
な
ど
に
つ
い
て
述

べ
て
い
る
。
⑨
⑩
は

ア
イ
ヌ
ヘ
の
申
し
渡
し
で
あ
る
。
オ
ム
シ

ヤ
と
は
、
ア
イ
ヌ
と
和
人

（幕
府
役
人

・

請
負
人
）
間
の
儀
礼
行
為
で
あ
り
、
実
際

に
は
前
者
に
対
す
る
後
者
の
優
位
と
支
配

の
正
当
性
強
調
す
る
た
め
に
利
用
さ
れ
た
。

以
上
、

こ
れ
ら
の
史
料
は
、
分
領
地
を

う
け
た
大
名

へ
の
幕
府
か
ら
の
申
し
送
り

書
と
も
い
え
る
。
秋
田
藩
が
、
そ
の
ま
ま

の
支
配
を
継
続
し
た
か
否
か
は
直
ち
に
判

断
で
き
な
い
が
、
幕
領
時
代
の
対
ア
イ
ヌ

政
策
の

一
端
を
物
語
る
史
料
と
し
て
貴
重

な
も
の
で
あ
る
。

（古
文
書
班
　
金
森
　
正
也
）
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諸
士
系
図
は
清
書
本

二
五
冊
、
草
稿
本

一
六
冊
か
ら
な
る
秋
田
藩
士
の
系
図
史
料

で
あ
る
。
イ
ロ
ハ
順
に
編
纂
さ
れ
て
い
る
。

元
禄

・
宝
永
期
に
編
纂
さ
れ
た

「佐
竹

家
譜
」
編
纂
の
過
程
で
は
、
家
臣
団
に
対

し
系
図
や
伝
来
文
書
の
提
出
が
度
々
命
じ

ら
れ
た
。
こ
の
と
き
提
出
さ
れ
た
系
図

・

文
書
に
対
し
て
は
真
偽

の
検
討
が
な
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
結
果
ま
と
め
ら
れ
た
の
が

「秋
田
藩
家
蔵
文
書
」
な
ど
で
、

「諸
士
系

図
」
も
そ
の

一
つ
と
い
え
る
。

各
原
本
の
奥
付
に
は
年
月
日
の
記
述
が

な
い
た
め
、
成
立
年
月
日
を
特
定
す
る
こ

と
は
困
難
で
あ
る
。
た
だ
し
、
伊
藤
勝
美

氏
に
よ
る
と
、

「国
典
類
抄
」
前
篇
嘉
部

三
八

（
Ａ
Ｓ

二
〇
九
―

一
七
六
）
所
収

「御
文
書
取
纏
」

の
享
保
十

二
年

（
一
七

二
七
）
五
月
二
日
の
条
に
、
諸
士
系
図
が

「清
書
出
来
」
し
た
と
の
記
載
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
成
立
年
月
日
は
同
日
と
し
て
よ

い
で
あ
ろ
う
と
い
う
。
な
お
、
文
化
年
間

以
降
の
嫡
庶
争
論
の
裁
判
に
関
す
る
記
述

な
ど
、
後
年
の
追
記
が
随
所
に
み
ら
れ
る
。

収
録
さ
れ
て
い
る
の
は
文
字
ど
お
り
諸

士
が
中
心
で
あ
る
が
、　
一
部
の
足
軽
も
収

録
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
引
渡

・
廻
座

な
ど
い
わ
ゆ
る
上
級
武
士
は
岡
本
な
ど
数

家
を
除
い
て
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。

体
裁
は
各
家
の
嫡
流
を
中
心
と
し
た
も

の
と
な

っ
て
い
る
。
概
ね
秋
田
入
部
前
後

か
ら
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
秋
田
入
部
以

降
に
分
家
し
た
庶
家
が
あ
る
場
合
は
嫡
家

と
と
も
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ソ」
の
場
合
、

嫡
家
の
各
当
主
の
実
名
の
上
に
∴
印
を
冠

し
、
庶
家
の
各
当
主
に
は
○
印
を
冠
し
て

嫡
庶
を
区
別
し
て
い
る
。

主
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
は
、
源
平
藤

橘
な
ど

の
本
姓
や
秋
田
入
部
時

の
記
載
、

幕
紋
、
住
所
、
仕
官
先
、
知
行
高
な
ど
で

あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
は
前
述
し
た
と

お
り
、
元
禄

・
宝
永
期
に
提
出
さ
れ
た
系

図

・
伝
来
文
書
を
も
と
に
記
載
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
多
い
た
め
、
他
の
系
図
史
料
に

比
し
て
信
憑
性
が
高
い
と
い
え
る
。

な
お
、
伊
藤
氏
に
よ
る
と
、
ほ
ぼ
同
時

期
に
編
纂
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る

「佐
竹
分

流
系
図
」
２
一冊
）
、
「陪
臣
系
図
」
全
一冊
）

と
は
成
立

・
伝
来
過
程
か
ら
見
る
と
別
個

に
扱
う
必
要
が
あ
る
と
い
う
。
藩
政
期
の

分
類
状
況
は

「御
蔵
書
目
録
」

（
Ａ
Ｏ
Ｏ

二
九
―

一
）

（
天
保
三
年

。
一
八
三

二
）

か
ら
、
明
治
期
に
つ
い
て
は

「旧
書
籍
目

録
」

２

一
〓
一五
五
）
か
ら
推
察
し
て
い

る
が
、
こ
れ
ら
か
ら
清
書

・
草
稿
は
明
治

期

に

は

一
括

さ

れ

た

が

、

「
分

流

系

図
」

。

「陪
臣
系
図
」
と
は
区
別
さ
れ
て

い
た
と
い
う
。
こ
れ
ら
は
現
在
は

一
連
の

史
料
と
し
て
整
理
さ
れ
て
い
る
（表
参
照
）

が
、
い
ず
れ
は
別
個
の
史
料
と
し
て
再
整

理
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
な
お
、
体
裁
は

「諸
士
系
図
」
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。

参
考
文
献

（
い
ず
れ
も
当
館

『
研
究
紀
要
』

所
収
）

伊
藤
勝
美

「秋
田
藩
の
諸
士
系
図
に
つ

い
て
」
（第
四
号
）

加
藤
昌
宏

「
「元
禄
家
伝
文
書
」
に
関

す
る

一
考
察
」
（第
六
号
）

佐
藤
隆

「秋
田
藩
の
系
図
史
料
に
つ
い

て
」
（第
七
号
）

（古
文
書
班
　
平
田
　
有
宏
）

諸士系図 (朱書の部分は天保年間の記述である)

諸士系図と佐竹分流系図・陪臣系図

::澤本栞1・・2o■議鞭 |‐

=
1響覇苺(1黎,0華輝繋蒻残華

1 2ヽ882.590■ 1 伊部 上 1 A2882-591 以部 上

2 2ヽ882-590-2 伊部  下 2 A2882-59 2 以部 下

3 A2882-590-3 呂波仁部 3 A2882-59 3 呂波仁部

4 A2188,2-590■4 保辺土知奴部 4 A2882-59 4 保辺土知奴部

5 A2882-59015 還部

6 A2882-590-6 5 A2882-591-5 和部

7 A2882-590-7 6 A2882-59116

8 A28812_590-8 与部 7 A2882-591 与部

9 A28812-590-9 大部

10 A2882-590-10 曽津祢部 8 A2882-591-8 曽津祢部

11 A2882-590-11 奈部 9 A28812-591-9 奈音6

12 A2882-590-12 武宇部 0 A2882-591-10 武宇部

13 A2882-59013 乃久部 A2882-591 1 乃 久部

14 A2882.590・ 14 也部

15 A2882-590-15 末部 2 A2882-591 12 本部

16 A2882-590-16 計不部 3 A2882-591-13 計不音F

17 A2882・ 590_17 古江天部 4 A2882-591-14 占江天部

A2882-590・ 18 安部 5 A2882-591-15 安部

A2882-590-19 佐部

2C A28812_590_20 幾 部

1 A28812-590121 由美部

A288.2-590-22 之部

3 A28812-590-23 比毛部

24 へ28‐821590124 世部

へ2882-590-25 寸部 6 A2882-591116 寸

26 へ2882-590-26 佐竹分流系図

7 A2882.590-27 佐竹分流系図

28 へ2882-590-28 陪臣系図 A28812-591-1 陪臣系図 上

29 へ2882-590129 陪臣系図 A2882.680 陪臣系図 下

×伊藤勝美氏論文内 「表 2 諸士系図一覧Jを もとに作成



明
治
十
年

（
一
八
七
七
）
の
農
事
通
信

制
度
に
関
わ
り
、
十

一
年
か
ら

「秋
田
県

勧
業
年
報
」
が
刊
行
さ
れ
た

（本
紙
第
六

号
を
参
照
）
。
十
三
年
三
月
か
ら
は
、
年

報
と
並
行
し

「秋
田
県
勧
業
月
報
」
が
刊

行
さ
れ
て
い
る

（
同
第
十
号
を
参
照
）
。

「勧
業
月
報
」
は
十
六
年
六
月
で
廃
刊
さ

れ
た
が
、
不
況
の
回
復
し
た
二
十
年
二
月
、

後
継
誌

「秋
田
県
六
種
勧
業
別
報
」
が
発

刊
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
二
十
四
年

一
。
二

月
分
か
ら
は
、

「秋
田
県
勧
業
報
文
」

の

題
で
内
容
構
成
も
改
め
ら
れ
た
。

「勧
業
報
文
」
は
、
明
治
三
十
五
年
八

月
の
七
五
号
よ
り

「秋
田
県
勧
業
時
報
」

と
改
題
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
三
十
八
年
十

二
月
の
八
五
号
ま
で
刊
行
を
確
認
で
き
る
。

現
在
、

「勧
業
報
文
」
を
所
蔵
す
る
機

関
は
、
秋
田
県
農
業
試
験
場
と
昭
和
町
石

川
理
紀
之
助
翁
資
料
館
、
国
立
国
会
図
書

館
で
あ
る
。
当
館
で
は
、
平
成
十
三
年
度

の
事
業
と
し
て
、
各
機
関
所
蔵
本
よ
り
欠

号
分
を
そ
れ
ぞ
れ
補
い
マ
イ
ク
ロ

。
フ
ィ

ル
ム
化
を
行
な

っ
た
。
次
年
度
に
複
製
本

を
作
製
し
、
閲
覧
室
に
置
く
予
定
で
あ
る
。

「勧
業
報
文
」
の
刊
行
目
的
は
、
農
業

は
じ
め
県
内
産
業
の
奨
励
と
発
展
助
長
の

た
め
、
関
係
令
達
と
有
益
情
報
を
月
刊
誌

上
で
普
及
す
る
こ
と
に
あ

っ
た
。

「勧
業

月
報
」
以
来
の
目
的
で
あ
り
、
そ
の
た
め

内
容
構
成
に
も

「六
種
勧
業
別
報
」
か
ら

「勧
業
報
文
」
に
か
け
発
展
が
見
ら
れ
る
。

「六
種
勧
業
別
報
」
で
は
、
記
事
が
六

部
門

（米
産

。
養
蚕

・
畜
産

・
水
産

。
山

林

。
鉱
山
）
に
分
類
さ
れ
た
。
が
、
明
治

二
十
年
代
に
入
り
、
農
作
の
変
化
と
商
工

業
の
発
展
で
六
部
門
で
は
不
足
と
な
っ
た
。

明
治
二
十
四
年
の

一勧
業
報
文

一
第

一

号
で
は
、　
一
〇
部
門

（法
令

・
農
作

・
蚕

業

・
畜
産

。
水
産

・
山
林

・
鉱
業

・
工
業

・

明
治
三
十
三
年

二
月

「秋
田
県
勧
業
報
文
」
第
六
十
号

秋

田

礁

詢

業

薇

ウ
、
■

六

十

賀

０

農

　

下

懲輩賞
==1■

■|■■ 事
業

・
雑
事
）
の
分
類
と
な
る
。
「農
作
」

で
は
米

以
外

の
作
物
も
対
象
と
な

っ
た

他
、
「
工
業
」
と

「事
業

（商
業
と

が
設

け
ら
れ
た
。

「法
令
」
で
は
、
勧
業
関
係

の
法
律
や
農
商
務
省
訓
令
、
秋
田
県
訓
令

な
ど
が
参
考
に
収
録
さ
れ
た
。

「勧
業
報
文
」
の
構
成
は
、
毎
号
必
ず

一
〇
部
門
を
立
て
た
訳
で
は
な
く
、
記
事

の
無

い
場
合
は
省
略
も
さ
れ
た
。
ま
た
、

部
門
の
数
と
構
成
は
若
千
変
化
し
、　
一
一

部
門
の
時
期
も
あ

っ
た
。
五
八
号
で
は
、

「気
象
」
が

「雑
事
」
よ
り
独
立
し
、
稲
作

関
係
の
気
象
情
報
が
充
実
し
て
い
る
。

明
治
二
十
四
年
四
月
に
県
農
事
試
験
場

が
新
設
さ
れ
る
と
、
「勧
業
報
文
」
の

「農

作
」
部
門
に
そ
の
試
験
結
果
が
報
告
さ
れ

た
。
が
、

二
十
八
年
四
月
以
降
、

「府
県

農
事
試
験
場
規
定
」
に
よ
り
試
験
場
の
事

業
が
拡
張
す

る
と
、

「農
事
試
験
成
績
」

が
年
報
と
し
て
独
立
刊
行
さ
れ
る
こ
と
に

な

っ
た
。

「農
事
試
験
成
績
」
は
、
「勧
業

報
文
」
を
母
体
に
し
た
と
言
え
る
。

さ
て
、
「勧
業
報
文
」
の
緒
言
に
は

「本
報

ハ
毎
月

一
回
之
ヲ
刊
行
ス
」
と

あ
り
、
月
次
刊
行
が
原
則
で
あ

っ
た
。

し
か
し
、
発
刊
の
明
治

二
十
四
年
で

も
二
か
月
合
併
が
四
号
あ
り
、

二
十

六
年
に
は
全
く
隔
月
刊
行
の
ペ
ー
ス

に
な

っ
た
。
月
次
刊
行
に
戻
す
努
力

も
さ
れ
た
が
、

二
十
九
年
に
は
再
び

ペ
ー
ス
が
崩
れ
、
遂
に
三
十
年
十

一
月
か

ら
翌
年
六
月
ま
で
の
八
か
月
間
、
刊
行
が

中
断
し
た
。
七
月
に
再
開
し
た
五
四
号
か

ら
は
、
「本
報

ハ
記
事
ノ
都
合

二
依
り
随
時

之
レ
ヲ
刊
行
ス
」
と
な

っ
た
。

一
方
、

「勧
業
年
報
」

の
方
は
、
明
治

三
十
年
分
か
ら
統
計
の
み
の
掲
載
と
な
り
、

記
事
内
容
を

「勧
業
報
文
」
に
譲

っ
た
。

三
十
年
前
後
は
、
両
誌
と
も
に
性
質
が
や

や
変
化
し
た
時
期
と
も
言
え
よ
う
。

ま
た
、

「勧
業
報
文
」
随
時
刊
行
化
の

前
後
か
ら
、
特
集
号
が
目
立

つ
よ
う
に
な

る
。

「第
三
回
陸
羽
農
区
実
業
区
大
会
記

事
」
Ｃ
一十
年
十
月
）、

「農
事
講
話
巡
回

復
命
書
」
〇
一十

一
年
七
月
）
ヽ
「前
田
正

名
来
県
記
事
」
（同
十
月
）、

「耕
地
整
理

の
栞
」
Ｃ
一十
五
年
五
月
）
で
あ
る
。

「勧

業
時
報
」
に
改
題
後
は
、

「
日
露
戦
争

ニ

対
ス
ル
国
民
ノ
覚
悟
」
〇
一十
七
年
二
月
）

が
出
て
い
る
。
必
要
に
応
じ
た
随
時
刊
行

が
、
特
集
号
を
組
み
や
す
く
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
特
集
号
の
内
容
は
、
当
時

の
勧
業
行
政
を
反
映
し
て
い
る
。

「勧
業
報
文
」
は

一
般
販
売
さ
れ
ず
、

県
庁
か
ら
管
内
に
配
布
さ
れ
て
い
た
。
石

川
理
紀
之
助
の
所
蔵
本
を
見
る
と
、
南
秋

田
郡
役
所
の
経
由
が
、
後
に
直
接
郵
送
に

な

っ
て
い
る
。
老
農
の
手
元
に

「勧
業
報

文
」
が
届
く
ま
で
の
過
程
も
興
味
深
い
。

（公
文
書
班
　
柴
田
　
知
彰
）



安
東
家
文
書
は
、
雄
勝
町
秋
の
宮
の
佐

竹
南
家
陪
臣
安
東
家
に
伝
わ

っ
た
文
書
で

あ
る
。

安
東
家
文
書

の
整
理
番
号
安
九
八
、
安

一
〇

一
を
も
と
に
作
成
し
た
安
東
家
の
系

図
は
次
の
通
り
で
あ
る

季
晃
――‐
正
季
■
綱
季
卜
忠
季
卜
守
喜

一■
季
．明
■
季
頼
―――
直
季
―
季
賢
―‐
某

（道
貴
）
―
光
貞
■
満
治
―
満
忠
―
‐‐満

久

‐
―
‐
‐
季
言
■
季
脩
卜
季
遊
―
季
暁
■

一季
敏

‐―
・季
盈
●
一．
一　
●
　

一
一
一　
一

系
図
中
の
太
字
は
、
文
化
二
年

（
一
八

〇
五
）
に
安
東
家
が
藩
に
提
出
し
た
系
図

（
Ａ
二
八
八

。
二
―

四
六
）
に
記
さ
れ
て

い
る
部
分
で
あ
る
。
系
図
の
提
出
者
は
、

三
七

（季
暁
）
と
久
治

（季
敏
）
と
な

っ

て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
文
化
の
系
図
に

は
、

「季
」

の
つ
く
名
前

の
人
物
す

べ
て

に

「秀
」

の
字
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
こ
で
は
安
東
家
文
書
の
系
図
の
名
前
の

方
を
使
用
し
た
。

最
初

に
安
東
家

に

つ
い
て
説
明
し
た

い
。
先
祖
に

つ
い
て
は
、

「安
倍
左
大
臣

倉
麿
後
胤
従
五
位
秋
田
侍
従
兼
城
介
下
国

安
東
太
郎
守
季
四
男
」
（安
九
八
、
安

一

〇

一
）、
「先
祖
四
郎
越
後
守
季
晃
ハ
前
秋

田
候
安
東
太
郎
下
国
守
季
秋
田
城
介
之
第

二
子

ニ
テ
子
孫
世
々
羽
州
秋
田
湊

二
住

ス
」
（安
九
九
）
と
い
う
記
述
が
み
ら
れ

る
。
こ
の
記
述
中
の
安
東
守
季
は
、
十
三

湊
安
東
氏
の
総
領
と
さ
れ
て
い
る
。
Ｃ
秋

田
人
名
大
事
典
」
よ
り
）

安
東
家
は
、
道
貴
の
代
ま
で
中
世
の
秋

田
を
支
配
し
て
い
た
秋
田
氏
に
仕
え
て
い

た

（安
九
七
）
。
慶
長
七
年

（
一
六
〇
二
）

佐
竹
義
宣
の
秋
田
入
部
に
伴
い
、
秋
田
氏

が
常
陸
国
宍
戸
に
移
る
と
、
当
時
の
安
東

家
の
当
主
道
貴
は
そ
の
ま
ま
秋
田
に
残

り
、
佐
竹
氏
の
重
臣
渋
江
政
光
に
身
を
よ

せ
、
次
の
光
貞

（縫
殿
助
）
の
時
の
元
和

二
年

（
一
六

一
六
）
か
ら
代
々
南
家
に
仕

え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
こ
の
光
貞

は
、
も
と
も
と
秋
田
城
之
介
実
季
の

一
族

で
あ
っ
た
が
、
後
に
安
東
家
の
養
子
と
な

り
安
東
家
を
継
い
だ
人
物
で
あ
る
。
（安

九
八
、
安

一
〇

一
）
。
次
の
満
治

（七
兵

衛
）
は
、
当
初
小
林
の
姓
を
名
乗
り
酒
田

城
に
仕
え
て
い
た
が
、
酒
田
城
落
城
　
＞占〔

後
に
南
家
に
仕
え
る
よ
う
に
な
り
、
　
２７

当
時
の
城
代
義
章
の
命
令
に
よ
っ
て
　
離

安
東
家
を
継
い
だ
。
（安

一
二
〇
）
。　
訥

そ
れ
か
ら
五
代
後
の
季
遊

（栄
治
）

教東

は
家
老
を
務
め
て
い
る
。

（
Ａ
二
八
　
安

八

。
二
―
四
六
）
　

　

　

　

　

　

　

却

次
に
安
東
家
文
書
の
内
容
に
つ
い

て
で
あ
る
。
内
訳
は
下
の
表
１
、
差
出
人

や
宛
先
名
な
ど
か
ら
安
東
家

の
当
主
に
関

係
が
あ
る
史
料
の
数
を
ま
と
め
た
も
の
が

表
２
で
あ
る
。
た
だ
し
上
の
系
図
に
な
い

名
前
に
つ
い
て
は
、
「そ
の
他
」
と
し
て
数

え
た
。

安
東
家
文
書
全

一
二
七
点
の
う
ち
、
半

分

以
上

を
占
め

て
い
る
武
芸
関
係

は
、

「犬
追
物
之
次
第
」

（安

一
八
）

屋
立
掛
之

図
■

安
二
七
）
「流
鏑
馬
之
巻
」
（安
七
七
）

な
ど
の
軸
物
、
巻
物
が
中
心
と
な

っ
て
い

る
。

そ
の
大
半
は
天
保
期

の
当
主
栄
治

（季
盈
）
に
宛
て
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、

安
東
家
文
書
に
は
、
佐
竹
南
家
の
分
流
早

川
氏
の
系
譜

（安
七
）
、
佐
竹
義
珍
の
も
と

で
植
林
事
業
を
手
が
け
、
家
老
を
務
め
た

赤
須
政
邦
に
よ
る
文
化
三
年
の

「御
日
記

抜
書
」
（安

一
〇
）
、
秋
田
史
館
か
ら
だ
さ

れ
た
秋
田
城
之
介
実
季
の
黒
印
書
に
関
す

る

「書
付
」

（安

一
〇
三
）
、
十

一
代
将
軍

徳
川
家
斉
の
小
納
戸
役
を
務
め
た
小
菅
伊

予
三
郎
か
ら
安
東
久
治

（季
敏
）
に
宛
て

ら
れ
た
書
状

（安

一
二

一
）
な
ど
が
あ
る
。

ま
た
今
年
度
か
ら
公
文
書
館
閲
覧
室

に
、
国
立
史
料
館
か
ら
マ
イ
ク
ロ
収
集
し

た
佐
竹
南
家
文
書
の
写
真
帳

一
〇
二
冊
を

配
架
し
た
。
安
東
家
文
書
と
あ
わ
せ
て
多

く
の
人
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

・　
心
霊
晨
ξ
■
令
甫
一一

鵡
　
挙
や
ま
え
　
．

（古
文
書
班

後
藤
　
富
貴
）

表1:安東家文書内訳 (全 127点 )

武芸関係 76

系IERI I由 1緒書関係

書状関係 31

覚 4

任「半り糸氏 7

その他

表2:安東家当主の関係史料数

光貞 (縫殿助)1関 係

満治 (七兵衛) 1関 係

満忠 (蔵人主) 1関係

季遊 (栄 ム
徊 関係

季統|(二■七)関係 2

季敏|(久 ‐1治 )|‐ 関係 7

季盈|.(栄■治)1関係 62

その他 111

1鶴::
卜ヽ 薔||"

「奉射之次第丼的之絵図J(安 64)



今
年
は
二
十

一
世
紀
最
初
の
年
に
あ
た

り
ま
す
。
二
十
世
紀
の
百
年
間
は
、
秋
田

県
内
に
も
大
き
な
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。

今
回
は

″
二
〇
〇

一
年
の
企
画
展
″
を
意

識
し
、
百
年
前
す
な
わ
ち

一
九
〇

一
年

（明
治
三
十
四
）
の
秋
田
県
の
姿
を
、
県
庁

文
書
等
に
よ
っ
て
構
成
し
て
み
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
企
画
展
で
は
、
鉄
道
や
建

築
関
係
な
ど
、
県
庁
文
書
群
中
の

一
連
の

シ
リ
ー
ズ
を
扱
っ
て
き
ま
し
た
。
時
間
軸

上
の
連
続
性
に
沿
っ
た
、
文
書
群
の

「縦

切
り
」
と
も
言
え
ま
す
。

今
回
は
、　
一
九
〇

一
年
の
時
点
で
県
庁

文
書
群
を

「輪
切
り
」
に
す
る
こ
と
を
試

み
ま
し
た
。
い
わ
ば
文
書
群
を
Ｃ
Ｔ
ス
キ

ャ
ン
し
た
形
で
、
全
体
構
造
、
組
織
性
を

呈
示
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
し
た
。
県
庁

は
何
度
も
機
構
改
編
さ
れ
た
た
め
、
文
書

群
の
構
造
も

「金
太
郎
飴
」
の
よ
う
な
形

に
は
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、　
一
九
〇

一

年
を
サ
ン
プ
ル
と
し
て
、
利
用
者
の
方
に

「秋
田
県
庁
文
書
群
」
の
大
ま
か
な
構
造
と

十
八
日
～
九
月
一

十
日
～
十

一
月
一

十

一
日

十
二
日

調
査
方
法
の

一
例
を
示
す
機
会
に
な
れ
ば

幸
い
と
思
い
ま
し
た
。

さ
て
、
展
示
の
導
入
部
分
で
は
、
「秋

田
県
統
計
書
」
や

「秋
田
県
勧
業
年
報
」
、

「
日
本
帝
国
統
計
年
鑑
」
な
ど
の
基
本
統

計
書
を
紹
介
し
ま
し
た
。
文
書
担
当
の
係

（明
治
三
十
四
年
は
知
事
官
房
往
復
掛
）

に
は
、
統
計
書
ほ
か
中
央
や
県
の
行
政
刊

行
物
が
集
積
さ
れ
ま
し
た
。
が
、
当
館
の

閲
覧
室
で
は
、
そ
れ
ら
の
閲
覧
利
用
が
必

ず
し
も
多
く
な
い
た
め
、
そ
の
有
用
さ
を

明
治
三
十
四
年

（
一
九
〇

一
）
当
時
の

知
事
　
武
田
千
代
三
郎

ク
ロ
ー
ズ

。
ア
ツ
プ
し
て
み
ま
し
た
。

「地
方
制
度
の
あ
ら
ま
し
」
の
部
分
で

は
、
府
県
制
と
郡
制
を
中
心
に
地
方
行
政

の
骨
組
み
を
解
説
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
県
庁
文
書
群
の
出
所
組
織
の
背
景
を

明
ら
か
に
し
て
み
ま
し
た
。
ま
た
、
郡
制

下
で
作
成
さ
れ
た
郡
役
所
文
書
も
紹
介
し

ま
し
た
。

「秋
田
県
の
公
債
募
集
」
で
は
、
雄
物

川
河
回
の
改
良
、

一
五
県
道
の
改
修
等
を

目
的
と
し
た
県
債
四
〇
万
円
の
募
集
に
関

す
る
文
書
を
紹
介
し
ま
し
た
。
県
債
募
集

は
県
会
で
決
議
さ
れ
た
た
め
、
第

一
課
会

議
係
の
簿
冊
に
資
料
が
有
り
ま
す
。

「農
林
水
産
業
と
鉱
業
」
で
は
、
県
庁

の
各
担
当
係
の
簿
冊
を
中
心
に
展
示
し
ま

し
た
。
鉱
業
と
水
産
業
が
第
四
課
第

一
係
、

農
業
と
林
業
が
第
六
課
の
簿
冊
で
す
。
た

だ
し
、
各
担
当
係
の
簿
冊
が
産
業
分
野
の

全

て
を
記
録
し
て
い
る
訳

で
は
な

い
の

で
、
統
計
書
の
デ
ー
タ
で
補
足
し
ま
し
た
。

ま
た
、
郡
内
町
村

の
農
業
に

つ
い
て
は
、

郡
役
所
文
書
が
詳
細
な
場
合
も
有
り
ま
す
。

「お
も
な
県
内
物
産
」
で
は
、
明
治
三

十
四
年
の
第
四
回
奥
羽
六
県
連
合
物
産
共

進
会
に
関
す
る

一
連
の
簿
冊
群
を
紹
介
し

ま
し
た
。
秋
田
県
の
出
品
台
帳
や
出
品
目

録
か
ら
、
当
時
の
物
産
が
わ
か
り
ま
す
。

「学
校
教
育
の
様
子
」
で
は
、
第
二
課

第
二
係
の
簿
冊
を
中
心
に
展
示
し
ま
し
た
。

明
治
三
十
三
年
の

「小
学
校
令
」
改
正
後

の
小
学
校

の
様
子
が
わ
か
る
資
料

の
他
、

今
年
百
周
年
を
迎
え
た
秋
田
北
高
校
の
ル

ー
ツ
で
あ
る
秋
田
高
等
女
学
校
の
学
校
規

則
も
紹
介
し
ま
し
た
。
ま
た
、
統
計
書
か

ら
当
時
の
就
学
率
も
出
し
て
み
ま
し
た
。

「兵
役
制
度
と
動
員
事
務
」
で
は
、
第

一
課
兵
事
係
の
事
務
簿
か
ら
当
時
の
県
内

で
の
陸
軍
動
員
の
様
子
を
紹
介
し
ま
し
た
。

「秋
田
県
庁
文
書
群
の
調
べ
方
」
で
は
、

県
庁
文
書
群
の
構
造
と
主
な
戦
前
統
計
書

を
示
し
、
全
体
の
ま
と
め
に
す
る
と
共
に

利
用
の

一
助
と
し
ま
し
た
。
最
後
に
、
公

文
書
館
業
務

へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う

た
め
、
「秋
田
県
公
文
書
館

の
役
割
と
は
」

と

「百
年
前

の
文
書
を
保
存
す
る
に
は
」

の
ニ
コ
ー
ナ
を
設
け
ま
し
た
。

（公
文
書
班
　
柴
田
　
知
彰
）
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秋
田
県
農
業
試
験
場
は
、
本
県
農
業
技

術
の
拠
点
と
し
て
、
明
治
二
十
四
年

（
一

八
九

一
年
）
秋
田
市
上
中
城
町
に
創
設
さ

れ
ま
し
た
。
過
去
四
度
の
移
転
を
経
て
、

平
成
十
二
年
度
か
ら
河
辺
郡
雄
和
町
で
研

究
成
果
を
生
産
現
場
に
い
ち
早
く
導
入
す

る
こ
と
を
目
指
し
、
新
た
に
本
県
農
業
技

術
の
中
核
と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

新
館
内
に
は
図
書
室
が
設
け
ら
れ
、
行

政
刊
行
物
と
図
書
類
が
収
蔵
さ
れ
て
い
ま

す
。
特
に
行
政
刊
行
物
は
農
業
史
的
価
値

が
あ
り
、
貴
重
な
資
料
と
な
り
ま
す
。
当

館
収
蔵
の
明
治
期
県
農
政
関
係
刊
行
物

「秋
田
県
勧
業
月
報
」
か
ら
発
展
的
に
つ

な
が
る

「勧
業
報
文
」
は
、
明
治
二
十
四

年
二
月
か
ら
刊
行
さ
れ
、
農
林
水
産
業
ほ

か
県
内
各
産
業
の
記
事
を
収
録
し
て
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、
農
業
試
験
場
の
拡
大
充

実
に
伴
い
、
明
治
二
十
八
年
か
ら
試
験
場

の
報
告
の
み
を
ま
と
め
た

「農
事
試
験
成

績
」
が

「勧
業
報
文
」
か
ら
独
立
し
刊
行

さ
れ
ま
し
た
。
「勧
業
報
文
」
は

一
号

（明

治
二
十
四
年
二
月
）
か
ら
五
七
号

（三
十

一
年
十
月
）
ま
で
大
体
保
存
さ
れ
て
ま
す
。

「農
事
試
験
成
績
」
は
、

一，農
事
試
験
成
績

略
報
」
（明
治
三
十
五
年
）
、
「業
務
成
績
」

（大
正
十
五
年
）
、
「業
務
功
程
」
（昭
和
三

年
）
と
名
称
を
変
え

つ
つ
、
戦
中
ま
で
は

毎
年

一
冊
ず

つ
刊
行
さ
れ
続
け
ま
し
た
。

戦
後
は
、
大
体
各
作
物
ご
と
に
試
験
成
績

の
報
告
書
が
刊
行
さ
れ
る
形
に
変
り
、
現

在
に
至

っ
て
い
ま
す
。

「勧
業
報
文
」
に

試
験
場
成
績
が
記
載
さ
れ
て
い
た
時
代
も

含
め
る
と
、
明
治
二
十
年
代
か
ら
現
在
に

至
る
栽
培
試
験
の
成
績
報
告
が

一
貫
し
て

保
管
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

農
業
試
験
場
の
戦
前
定
期
刊
行
物
と
し

て
は
、
昭
和
九
年
に
普
及
奨
励
を
目
的
に

刊
行
さ
れ
た

「農
業
試
験
場
時
報
」
の
ほ

か
、
明
治
以
降
に
試
験
場
が
作
成
配
布
し

た
県
内
農
家
向
け
の
作
物
栽
培
指
導
の
パ

ン
フ
レ

ツ
ト
類
も
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
戦
前
も
他
府
県
の
農
業
試
験
場

や
国
の
農
政
機
関
な
ど
と
刊
行
物
の
や
り

と
り
が
あ
り
、
日
本
各
地
や
当
時
の
植
民

地
の
農
業
試
験
場
の
年
次
報
告
書
等
が
明

治
期
か
ら
大
量
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
十

一
年
度
に
開
鎖
さ
れ
た

農
業
試
験
場
大
館
試
験
地
で
の
保
存
分
が

一
五
〇
冊
ほ
ど
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。
昭

和
八
年
創
刊
の
農
業
誌

「動
物
及
植
物
」

等
、
戦
前
の
も
の
も
多
く
、
他
県
農
業
試

験
場

の
報
告
書
を
綴
じ
た
も
の
が
多
く
、

水
稲
の
試
験
成
績
書
の
ほ
か
、
陸
稲
、
小

麦
、
て
ん
さ
い
、
大
豆
、
馬
鈴
薯
等
の
成

績
書
が
集
め
ら
れ
、
地
域
的
特
性
を
反
映

し
た
試
験
作
物
が
見
ら
れ
ま
す
。

図
書
室
に
は
手
動
開
閉
式
の
書
架
が
配

備
さ
れ
、
収
納
ス
ペ
ー
ス
に
は
充
分
余
裕

が
あ
り
ま
す
が
、
戦
前
の

「秋
田
県
農
会

報
」
な
ど
貴
重
資
料
で
、
特
に
紙
質
が
劣

化
し
か
け
て
い
る
も
の
は
ロ
ッ
カ
ー
内
に

収
納
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
請
求
が

あ
れ
ば
そ
れ
ら
別
置
の
資
料
も
閲
覧
室
に

提
供
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
り
ま
す
。
な

お
、
図
書
室
は
、
試
験
場
職
員

の
ほ
か
、

他
の
県
職
員
や

一
般
農
業
関
係
者
、
研
究

者
で
も
利
用
が
で
き
ま
す
。

市
町
村
史
料
保
存
機
関

連
絡
協
議
会
報
告

七
月
二
日

（月
）
当
館
多
目
的
ホ
ー
ル

に
て
、
県
内
の
各
市
町
村
の
各
文
書
保
存

担
当
者
を
対
象
と
し
た
標
記
協
議
会
を
、

二
十
七
市
町
村
三
十
七
名
の
参
加
者
に
よ

っ
て
開
催
し
た
。
午
前
中
は
能
代
市
史
編

纂
委
員
長
の
古
内
龍
夫
氏
か
ら

「文
書
の

収
集
と
保
存
」
と
題
し
て
講
演
を
し
て
い

た
だ
い
た
。
午
後
か
ら
は
秋
田
市
史
編
纂

室
か
ら

「史
料
保
存
に
関
す
る
県
外
調
査

の
報
告
」
、
当
館
か
ら

「公
文
書
班
に
お

け
る
資
料
の
管
理
と
利
用
」
の
報
告
が
あ

り
、
終
了
後
当
館
の
書
庫
等
の
施
設
見
学

を
行
い
、
閉
会
し
た
。

今
年
度
は
、
七
月
二
十

一
日
と
八
月

一

日
の
両
日
、
当
館
多
目
的
ホ
ー
ル
に
お
い

て
計
八
十

一
名
の
参
加
に
よ
り
開
催
し
た
。

講
座
の
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

講
座
①
公
務
控
を
読
む

―
幕
末
の
藩
の
負
債
に
つ
い
て
考
え
る
―

菊
池
　
保
男

講
座
②
ペ
リ
ー
来
航
と
海
岸
防
備

柴
田
　
次
雄

初
心
者
の
方
に
は
少
々
難
し
か

っ
た
よ

う
で
あ
る
が
、
来
年
も
是
非
参
加
し
た
い

と
い
う
声
も
多
く
、
当
館
で
も

一
層
充
実

し
た
講
座
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ス一
。

秋
圏
県
轟
業
試
験
場
図
書
室

秋田県農業試験場
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古
文
書
解
読
講
座
報
告
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今
年
度
の
引
継
ぎ
は
六
月
十
八
日
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
例
年
、
六
月
最
後
の
週
に

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
七
月
二

日
に
市
町
村
史
料
保
存
機
関
連
絡
協
議
会

が
あ

っ
た
た
め
に

一
週
間
ほ
ど
早
く
行
い

ま
し
た
。

引
継
冊
数
は
本
庁
分

一
二
、
六

一
〇
冊
、

地
方
機
関
分
九
、
八

一
三
冊
、
合
計
三
二
、

四
二
三
冊
と
昨
年
の
二
四
、
六
八
八
冊
よ

り
は
若
干
少
な
い
も
の
の
、
平
成
十

一
年

以
前
の
引
継
冊
数
が
ほ
ぼ

一
六
、
○
○
○

冊
だ

っ
た
の
に
比
べ
る
と
相
当
数
の
簿
冊

が
引
き
継
が
れ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

こ
れ
は
昨
年
の
引
継
ぎ
同
様
、
昨
年
度
行

わ
れ
た
大
規
模
な
県
庁
組
織
改
編
が
要
因

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

引
き
継
が
れ
た
簿
冊
は
、
ま
ず

一
次
整

理
に
か
け
ら
れ
ま
す
。
作
業
内
容
と
し
て

は
リ
ス
ト
通
り
の
引
継
ぎ
が
行
わ
れ
て
い

る
か
の
確
認
作
業
、
簿
冊
を
系
統
に
そ

っ

た
順
番
に
並
べ
替
え
る
作
業
、
表
題
か
ら

読
み
と
れ
る
情
報
を
目
録
に
記
述
す
る
作

業
が
あ
り
ま
す
。

一
次
整
理
が
終
了
し
た
簿
冊
は
、
引
継

年
度
順
に
二
次
整
理
に
回
さ
れ
ま
す
。
二

次
整
理
は
、
実
際
に
簿
冊
の
内
容
を
チ

ェ

ッ
ク
し
ま
す
。
そ
し
て
、
表
題
を
簿
冊
内

容
が
反
映
さ
れ
た
形
に
直
し
た
上
で
、
内

容
か
ら
読

み
と
れ
る
情
報
を
目
録

に
加

え
、
保
存
す
る
か
ど
う
か
の
判
断
を
し
ま

す
。
審
査
は
公
文
書
班
全
員
の
協
議
の
元

に
行
い
、
さ
ら
に
文
書
の
作
成
原
課
と
も

協
議
し
ま
す
。

そ
し
て
、
保
存
対
象
と
な

っ
た
簿
冊
に

対
し
て
保
存
の
た
め
の
処
置
や
、
さ
ら
な

る
内
容
の
調
査
な
ど
の
作
業
が
行
わ
れ
ま

す
。

（公
文
書
班
　
一呂
橋
　
健
治
）

「檜
山

一
回
御
絵
図
」
に
つ
い
て

慶
長
七
年

（
一
六
〇
二
）
佐
竹
義
宣

の

秋
田
入
部
に
伴
い
、
檜
山
に
は
佐
竹
氏
家

臣
の
小
場
氏
、
同
十
五
年

（
一
六

一
〇
）

に
は
多
賀
谷
氏

が
入

っ
た
。
元
和
六
年

（
一
六

二
〇
）

の

一
国

一
城
令
に
よ
り
、

安
東
氏
の
軍
事
的
拠
点
と
し
て
重
要
な
役

割

を
果
た
し
て
き
た
檜
山
城
は
破
却
さ

れ
、
多
賀
谷
氏
は
茶
臼
山

（霧
山
下
）
に

新
た
な
居
館
を
築
き
、
周
辺
に
家
臣
団
の

住
居
を
定
め
た
。
こ
の
絵
図
に
よ
る
と
、

多
賀
谷
氏
の
居
館
は
小
高
い
台
地
上
に
あ

り
、
そ
こ
を
中
心
と
し
て
東
西
南
の
三
方

に
家
臣
の
住
居
が
置
か
れ
て
い
る
。
北
側

は
米
代
川
方
面
を
見
通
す
こ
と
が
で
き
る

戦
略
的
に
優
れ
た
位
置
に
あ

っ
た
。

「檜
山

一
園
御
絵
図
」
は
、
享
保
七
年

（
一
七
二
二
）
に
家
老
今
宮
大
学
義
透
が

中
心
と
な

っ
て
領
内
調
査
を
行

っ
た
際
に

作
成
さ
れ
、
享
保
十
二
年

（
一
七
二
八
）

に
完
成
し
た
。
こ
の
時
の
記
録
は

「郡
村

日
記
」
（Ａ
三

一
二
―
四
三
）
に
詳
し
い
。

こ
の
調
査
の
過
程
で
作
成
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
も
の
に
は
、
こ
の
他
に

「給
人
町

絵
図
」
（享
保
十
三
年
）
「郡
絵
図
」
（享
保

十
年
）
等
が
あ
り
、

「給
人
町
絵
図
」
は

「檜
山

一
園
御
絵
図
」
と
と
も
に
県
の
有

形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

（古
文
書
班

後
藤
　
富
貴
）

鰊
開
館
時
間

平
　
　
　
日

朝
９
時
～
夜
７
時

土

。
日
曜
日

朝
９
時
～
夕
方
５
時

鰈
体
館
国

。
国
民
の
祝
日
及
び
振
替
休
日

。
毎
月
第
３
日
曜
日

・
月
曜
日

（毎
月
第
３
日
曜
日
の
翌
日
除
く
）

。
特
別
整
理
期
間

（館
長
が
指
定
す
る
２
週
間
以
内
の
期
間
）

。
年
末
年
始

（‐２
月
２８
日
～
１
月
３
日
）
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